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時
{
杢
事
労
働
と
労
働
の
遣
い
は
?

一
主
婦
論
争

専
業
主
婦
の
増
加
と
女
子
労
働
市
場
の
極
大

戦
後
日
本
経
済
の
高
度
成
長
と
と
も
に
増
加
し
、
中
心
的

社
会
階
層
を
占
め
る
に
至
っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
、
大
半
の

生
涯
を
職
場
で
過
ご
す
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
家
庭
は
妻
に
任

せ
が
ち
と
な
る
。
妻
は
人
生
の
主
た
る
拠
点
を
家
庭
に
置
い

て
家
事
や
育
児
に
従
事
す
る
。
こ
う
し
て
夫
と
妻
の
関
係
は
、

産
業
社
会
が
進
展
す
る
と
と
も
に
、
職
場
・
仕
事
と
家
庭
・

家
事
育
児
と
い
う

一
組
の
男
女
の
性
別
役
割
分
担
関
係
と
し

て
再
編
さ
れ
る
。
主
婦
と
は
こ
の
再
編
を
身
に
受
け
た
多
く

の
妻
た
ち
の
別
名
で
あ
る
。

こ
の
専
業
主
婦
を
め
ぐ
り
、
高
度
経
済
成
長
期
に
さ
し
か

か
る
頃
早
く
も
論
争
が
起
き
た
。
当
時
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
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こ
の
論
争
に
最
も
多
く
関
わ
っ
た
の
は
『
婦
人

公
論
」
で
あ
る
。
時
期
的
盛
り
上
が
り
は
、
初
め
は
一
九
五

五
年
(
昭
和
三
O
)
か
ら
五
七
年
に
か
け
て
(
第

一
次
論
争
)
、

次
に
一
九
六
0
・
六
一
年
(
第
二
次
論
争
)
に
あ
る
が
、
こ

れ
ら
に
加
え
て
一
九
七
0
年
代
以
降
も
一
連
の
展
開
の
連
続

面
に
位
置
づ
け
る
見
解
も
あ
る
。
論
客
は
、
六
0
年
代
ま
で

に
限
っ
て
も
、
関
連
文
献
を
加
え
れ
ば
、
評
論
家
、
主
婦
、

経
済
学
者
ら
男
女
延
べ
八
O
名
を
越
え
た
。
従
来
の
女
性
解

放
論
と
交
錯
し
つ
つ
も
、
こ
の
論
争
は
、
新
た
な
主
婦
概
念

の
模
索
を
通
じ
、
敗
戦
後
の
日
本
が
産
業
社
会
へ
と
変
身
し

つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
一
次
論
争
は
、
石
垣
綾
子
が
「
主
婦
と
い
う
第
二
職
業

論
」
(
『
婦
人
公
論
』

一
九
五
五
年
二
月
。
以
下
同
誌
名
・
年

次
は
略
)
で
、
夫
に
た
よ
っ
て
生
き
る
主
婦
の
怠
慢
を
批
判

し
、
女
の
目
指
す
理
想
と
し
て
家
庭
と
職
場
の
両
立
を
掲
げ

た
こ
と
に
始
ま
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
坂
西
志
保
は
、
「
主
婦
第

二
職
業
論
の
盲
点
」
で
家
庭
運
営
の
大
き
な
責
任
を
負
っ
た

主
婦
の
功
績
を
主
張
す
る
一
方
、
い
た
ず
ら
に
男
と
競
争
す

の
な
か
で
、

る
こ
と
へ
の
拒
否
を
示
し
た
。
石
垣
の
主
婦
批
判
は
、
戦
前

期
に
与
謝
野
晶
子
が
提
起
し
た
経
済
的
自
立
論
の
系
譜
に
属

す
る
。
し
か
し
歴
史
段
階
は
、
晶
子
の
時
代
と
異
な
り
、
男

女
平
等
を
誼
っ
た
新
憲
法
成
立
や
民
法
改
正
を
経
過
し
て
お

り
、
因
習
か
ら
の
女
性
解
放
が

一
段
と
進
展
し
た
こ
と
に
加

え
て
、
事
務
職
の
若
い
女
性
社
員
の
労
働
市
場
が
聞
か
れ
、

女
の
人
生
の
ワ
ン
ス
テ
ッ
プ
に
職
場
経
験
を
加
え
る
こ
と
が

一
般
化
す
る
時
代
と
な
っ
て
い
た
。
女
が
職
業
を
も
つ
こ
と

は
、
理
念
を
超
え
て
、
現
実
的
な
持
ち
方
の
問
題
だ
っ
た
。

主
婦
第
二
職
業
論
が
い
う
{
永
庭
と
職
場
の
両
立
は
、
こ
の
状

況
に
新
た
な
課
題
を
提
起
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し

そ
れ
が
家
事
軽
視
の
意
見
を
含
ん
で
い
た
た
め
に
、
坂
西
の

批
判
を
誘
発
し
た
の
で
あ
っ
た
。

戦
後
の
経
済
成
長
が
続
き
、
女
子
労
働
市
場
が
拡
大
す
る

一
方
で
、
家
庭
責
任
を
担
う
産
業
社
会
の
主
婦
像
も
ま
た
明

確
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
清
水
慶
子
「
主
婦
の
時
代
は
始
ま

っ
た
」
は
、
主
婦
は
マ
ツ
ス
で
あ
り
ゼ
ネ
ス
ト
す
れ
ば
大
き

な
力
に
な
る
と
主
婦
パ
ワ
ー
を
誇
示
し
た
。
ほ
ん
の
十
年
前
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ま
で
、
無
権
利
状
態
の
ま
ま
銃
後
で
夫
や
息
子
の
無
事
を
祈

っ
た
女
た
ち
が
迎
え
た
戦
後
の
平
和
と
民
主
化
と
は
、
ほ
ぼ

そ
の
ま
ま
、
子
供
、
生
活
、
平
和
を
守
る
主
婦
行
動
の
転
機

と
な
っ
た
。
一
九
五
五
年
は
多
数
の
主
婦
が
参
加
し
た
第
一

回
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
と
第
一
回
母
親
大
会
の
年
で
も
あ

っ
た
。
ま
た
前
年
の
家
族
制
度
復
活
阻
止
に
果
た
し
た
主
婦

層
の
役
割
も
含
め
て
、
新
し
い
主
婦
像
の
模
索
に
は
、
政
治

的
地
位
の
向
上
・
組
織
化
意
欲
も
媒
介
と
な
っ
て
い
た
。
戦

前
以
来
の
活
動
経
験
を
も
っ
平
塚
ら
い
て
ふ
も
、
「
{
家
庭
婦
人

も
・
:
社
会
、
政
治
に
開
眼
」
(
「
主
婦
解
放
論
」
)
し
た
こ
と
を

評
価
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
う
し
た
半
面
、
職
業
と
の
両
立
論
は
宙
に
浮
い

た
格
好
に
な
っ
た
。
現
在
の
主
婦
の
存
在
・
位
置
を
前
提
に

し
た
問
題
の
立
て
方
を
し
て
い
る
と
い
う
嶋
津
千
利
世
の
批

判
(
「
家
事
労
働
は
主
婦
の
天
職
で
は
な
い
」
)
、
あ
る
い
は
社

会
環
境
の
方
を
先
に
変
革
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
い
う
批
判

(
田
中
寿
美
子
「
主
婦
論
争
と
ア
メ
リ
カ
の
女
性
」
、
嶋
津
)

も
発
表
さ
れ
た
も
の
の
、
両
立
論
の
論
点
が
深
め
ら
れ
る
こ

と
も
な
い
ま
ま
に
、
論
争
は
し
だ
い
に
主
婦
肯
定
・
解
釈
論

の
傾
向
を
強
め
て
い
っ
た
。

主
婦
肯
定
論
の
増
加
傾
向
に
与
っ
て
力
あ
っ
た
の
は
、
男

性
参
加
者
た
ち
の
発
言
で
あ
る
。
福
田
恒
存
は
「
誤
ま
れ
る

女
性
解
放
論
」
で
、
女
性
論
客
た
ち
に
「
生
産
H
職
業
H
男

性
コ
ム
プ
レ
ッ
ク
ス
」
が
あ
る
と
し
、
幸
福
や
愛
情
こ
そ
が

重
要
だ
と
主
張
し
た
。
関
島
久
雄
「
経
営
者
と
し
て
の
自
信

を
持
て
」
は
主
婦
第
一
職
業
論
を
主
張
し
、
大
熊
信
行
も
「
家

族
の
本
質
と
経
済
」
、
「
主
婦
の
思
想
」
で
石
垣
の
見
方
を
経

済
学
的
で
あ
る
と
批
判
し
、
反
営
利
主
義
立
場
か
ら
家
族
本

質
論
の
必
要
性
を
説
く
と
と
も
に
こ
れ
と
主
婦
論
と
の
不
可

分
性
を
強
調
し
た
。
ま
た
都
留
重
人
は
「
現
代
主
婦
論
」
で
、

〈
労
働
の
非
効
用
〉
の
考
え
方
を
半
面
教
師
的
に
紹
介
し
て
主

婦
の
仕
事
(
家
事
労
働
)
を
意
義
付
け
、
ま
た
主
婦
の
余
暇

の
有
効
活
用
を
推
奨
し
た
。
や
や
異
質
で
あ
っ
た
の
は
梅
梓

忠
夫
で
あ
る
。
梅
樟
は
現
代
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
の
原
型
を

封
建
武
士
の
家
庭
に
見
い
だ
し
、
家
事
労
働
を
主
婦
権
確
立

の
た
め
に
主
婦
が
必
要
と
し
た
発
明
品
で
あ
る
と
い
う
一
種
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戦
略
論
的
主
婦
論
の
解
釈
を
示
し
、
女
主
導
の
家
庭
文
化
発

達
論
に
及
ん
だ
。
し
か
し
結
局
、
主
婦
肯
定
論
で
は
な
く
男

と
女
の
同
質
化
を
展
望
し
て
い
る
。

五
六
年
か
ら
五
七
年
に
集
中
し
た
こ
う
し
た
主
婦
肯
定
・

解
釈
論
の
論
議
の
な
か
で
は
、
生
活
実
感
か
ら
嘆
く
主
婦
の

割
り
切
れ
な
さ
、
主
婦
と
女
性
有
職
者
が
一
つ
に
な
れ
る
土

台
創
り
の
必
要
性
を
説
い
た
丸
岡
秀
子
の
議
論
も
、
背
後
に

退
く
印
象
は
拭
え
な
い
。

経
済
問
題
と
し
て
の
主
婦
労
働

第
二
次
論
争
は
一
九
六
O
年
の
磯
野
富
士
子
「
婦
人
解
放

論
の
混
迷
」
(
「
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
)
が
発
し
た
主
婦
労
働
無

価
値
論
へ
の
疑
問
に
始
ま
っ
た
。
議
論
は
多
く
家
事
労
働
論

に
集
中
し
、
荒
又
重
雄
ら
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
賃
労
働
理
論

家
は
結
局
、
主
婦
労
働
を
交
換
価
値
を
生
ま
な
い
生
産
的
労

働
で
は
な
い
「
無
価
値
」
と
み
な
し
た
。
む
ろ
ん
だ
か
ら
と

い
っ
て
主
婦
労
働
が
経
済
活
動
と
し
て
の
一
面
を
も
つ
こ
と

は
誰
も
が
否
定
し
え
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
主
婦
の
無
償

労
働
を
介
し
た
低
賃
金
構
造
の
問
題
等
(
渡
辺
多
恵
子
「
労

働
者
と
母
親
・
主
婦
運
動
」
)
、
マ
ク
ロ
的
視
点
か
ら
の
経
済

学
的
論
議
は
あ
っ
た
も
の
の
、
主
婦
労
働
の
実
体
に
即
し
た

新
た
な
労
働
論
の
展
望
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
理
論

と
い
う
よ
り
運
動
論
で
は
、
賃
金
問
題
へ
の
主
婦
意
識
の
誘

導
や
労
働
運
動
と
母
親
・
主
婦
運
動
と
の
連
携
問
題
等
、
啓

発
的
論
議
が
散
見
さ
れ
る
。

概
し
て
第
二
次
論
争
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
思
想
的
底
流

に
、
「
主
婦
」
を
経
済
問
題
と
し
て
浮
上
さ
せ
た
と
い
え
る
。

そ
こ
に
は
水
田
珠
枝
に
よ
る
女
性
解
放
論
の
認
識
と
方
法
の

整
理
の
呼
び
か
け
(
「
主
婦
労
働
の
値
段
」
)
も
含
ま
れ
て
は

い
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
見
解
が
交
錯
す
る
な
か
で
、
主
婦
論

争
が
何
ら
か
統
一
的
な
収
束
を
得
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

主
婦
論
は
、
繰
り
返
さ
れ
る
論
議
を
通
じ
て
、
主
婦
と
い

う
存
在
の
肯
定
と
否
定
と
い
う
微
妙
な
両
極
を
揺
れ
動
き
続

け
て
い
る
。
そ
の
と
き
ど
き
の
各
主
張
の
知
的
背
景
は
さ
ま

ざ
ま
で
あ
る
が
、
産
業
社
会
の
発
展
・
成
熟
と
そ
れ
に
伴
う

知
的
情
況
が
、
社
会
的
存
在
と
し
て
の
女
に
も
た
ら
す
揺
れ
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を
基
本
的
に
規
定
し
て
い
る
側
面
は
見
逃
せ
な
い
。
第
一
次

論
争
は
、
女
を
労
働
市
場
に
引
き
出
す
産
業
の
力
と
同
時
に
、

家
庭
と
い
う
労
働
力
の
供
給
源
を
安
定
化
さ
せ
る
夫
婦
性
別

分
業
の
定
着
と
い
う
産
業
の
力
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
第
二

次
論
争
は
、
生
産
の
諸
法
則
を
貫
く
「
価
値
論
」
ゆ
え
に
「
無

価
値
」
に
な
ら
ざ
る
え
な
い
産
業
社
会
固
有
の
主
婦
の
困
惑

を
象
徴
し
て
い
る
。
そ
し
て

一
九
七
0
年
代
に
入
る
と
、
「
主

婦
こ
そ
解
放
さ
れ
た
人
間
像
」
(
武
田
京
子
)
と
い
う
肯
定
論

が
再
度
出
現
す
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
労
働
が
人
を
歯
車
に

変
え
疎
外
す
る
産
業
社
会
の
繋
り
が
あ
る
。

時
代
は

「生
産
」
か
ら
「
生
活
」
へ
の
転
換
を
始
動
さ
せ

た
。
性
別
分
業
が
、
夫
と
妻
の
固
定
的
役
割
分
担
の
要
素
を

基
本
的
に
存
続
さ
せ
る
限
り
、
主
婦
論
争
は
不
断
に
再
生
す

る

で

あ

ろ

う

。

(

福

田

)
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